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 令和６年（２０２４年）が終わろうとしています。みなさんにとって、どんな１年だったでしょうか。

様々な出来事がありましたが、２つの行事を取り上げたいと思います。１つ目は宮っ子チャレンジです。

職場での心得や礼法、電話で話す際の言葉遣い、事業所までの交通手段調べなどの事前学習から始まり、

９月９日～１３日の５日間、５３か所の事業所で社会体験学習をさせていただきました。また、事後学習

として、事業所へのお礼の手紙、個人レポートの作成、事業所ごとにプレゼンテーション機能を活用して

発表会も行いました。宮チャレを通しての学びは社会に出るための貴重な機会となりました。２つ目は、

文化祭（合唱コンクール）です。夏休み前に選曲を行い、昼休みや帰りの会で熱心に練習を重ねました。

本番ではどのクラスもすばらしい合唱を披露することができたとともに、絆を深めることができました。 

陽北中学校での生活も折り返し地点を過ぎ、４月には最上級生になります。来年はどんな１年にしたい

ですか。立志と合わせて新年の抱負や目標を立てましょう。充実した楽しい冬休みをお過ごしください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年度 第７号（12/25） 

陽北中学校 第２学年 

２学年 

学年だより 

 １月２３日（木）には立志式を行います。現在、

国語の授業で立志の作文を書いています。また、立

志の誓いを漢字一字で表し、色紙に書く予定です。

式中に「その漢字を選んだ理由」を一人ひとり発表

してもらうことを計画しています。この機会を活用 

して、将来を描き、「どんな人間になりたいのか」

など、自分と真剣に向き合ってほしいと思います。 

みなさんの「立志」に期待しています。 

 

 ２月６日（木）には、エーデルワイススキー場で

スキー教室が行われます。１７班（予定）に分かれ、

スキースクールのインストラクターにご指導いた

だきます。初めてスキーを体験する生徒もいるかと

思いますが、積極的にチャレンジしましょう。素敵

な思い出をまた１ページ増やしたいですね。 

１月中旬にしおりを配布、１月３０日（木）には

事前指導を行います。冬休み中、YouTube でスキー

の技術を予習するのもよいかもしれませんね。 

橋本 左内 『啓発録』 

「五訓」 

一 稚心を去る（去稚心） 

二 気を振う（振気） 

三 志を立つ（立志） 

四 学に勉む（勉学） 

五 交友を択ぶ（択交友） 

笑顔と絆でつくる 最高の思い出  

   輝け      ２学年の結晶 

  櫻井 愛那 さん （４組） 

齋藤 暖深 さん （５組） 



アンサング・ヒーロー（unsung hero)とは 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この学年だよりには、生徒の名前や写真等が掲載されていますので、取扱にはご注意ください。（文責：鈴木） 

 

１月 

    ８日（水） 冬休み明け集会・第２回実力テスト（１・２年） 

    ９日（木） Ｂ日課、生徒会専門委員会 

   １０日（金） 生徒会中央委員会 

１３日（月） 成人の日 

   １４日（火） Ｂ日課、火１２３４６ 

１５日（水） Ｂ日課、月１２３４５、表彰朝会、教育相談① 

１６日（木） Ｂ日課、木１２３４５、教育相談② 

１７日（金） 金１３４５６、小６中学校訪問 

   ２０日（月） Ｂ日課、教育相談③ 

   ２１日（火） Ｂ日課、火３４５６２、教育相談④ 

   ２２日（水） 教育相談⑤ 

   ２３日（木） Ｂ日課、木１２３５６、教育相談⑥ 

          立志式（５校時） 

   ２４日（金） Ｂ日課 

   ２８日（火） Ｂ日課 

   ２９日（水） 学年朝会（武道場） 

   ３１日（金） テスト日課、３年実力テスト 

 

 今年は大谷翔平さんや山本由伸さんが所属するドジャースがワールドシリーズで優勝し、盛り上がり

ました。日本人選手以外にもベッツ選手やフリーマン選手などの有名選手もいて、毎試合、違う誰かが

活躍していました。そんな中、テレビを見ていると、今年、ドジャースに移籍してきたエドマンという

選手が活躍した際、アナウンサーが「unsung hero」という表現を使っていることに気づきました。 

気になって調べてみると、unsung=歌に歌われない hero=英雄。昔は、英雄は詩歌となって讃えられた

ものですが、活躍したのに歌に歌われることはなかった、それゆえ人々から忘れられてしまった、だが

確かに英雄だった、という、「影の立役者」とか「縁の下の力持ち」といった人に対して使う表現との

ことだそうです。「アンサング・ヒーロー」。スポットライトは当たらないけれど、確かにその人がい

てくれたから何かがうまくいったのです。エドマン選手は小柄ではあるが、スイッチヒッターでユーテ

ィリティプレーヤー。どの守備位置でも守れる。派手なパフォーマンスがあるわけでもない。ドジャー

スのスタープレーヤーに比べると確かに目立っていない。しかし、大切な試合で“ここぞ”という時に

打つ。守備でも淡々と好プレーを連発する。大谷選手の特大ホームランの方が注目を集めがちですが、

エドマン選手は無くてはならない存在なのです。 

私がこれまで担任したクラスや学年には、いつもアンサング・ヒーローがいてくれました。学級委員

長や運動の得意な生徒などとは違い、いわゆる目立つ生徒ではないけれど、「今日は清掃がありません」

という日に、気がつけば黒板をそうじしてくれていた生徒。朝早く来て窓を開けてくれた生徒。「先生、

あの子なにか悩んでいるみたいです」とそっと教えに来てくれた生徒もいました。彼らはみんな、アン

サング・ヒーローです。自分の善行を声高にアピールすることもなく、しかし、その善行があったから

こそ、その場にプラスの作用が生まれたり、誰かが救われたりしたのです。その影には必ずアンサング・

ヒーロー、縁の下の力持ちがいるのです。そして、もちろん、今年の学年にも。いつもありがとう。 


